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1. r数学教育における 問題解決についての研究の傾向 」を
調べる にあたって

( 1 ) 研究の背景
私たちは ， 臼 頃 ， 数学教育についてのいろいろな話題について，話 しあっ

ている 。 r問題解決」もその う ちの 1 つであ る 。 そのよ う な 中 で ， お互いに， 異な
る 視点に立ちなが ら も ， 問題解決についての共通iの疑問，課題を持っているのに
気がつ き 始めた。 それは ， 当然の こ とながら，次のよ う な，今までの経験に 基 づ
いていた。

私たちの う ちの ， 一人は ， 約10年前に国立教育研究所で開始さ れ たプロジェク
ト に参加する機会を得た。 それは ， オープンエンド・アプローチに続 く も のであ=
り ，後に， 数学の問題の発展的な扱い と して ， 結 実 し たも のである 。 そのプロジェ
ク ト には ，子ど も たちに も っと 自 由 な数学的活動を さ せ たい と い う 願いを持って
参加 し ， 課題の検討 ， 指導過程の工夫な どを他のメ ンバーと共扇で進めてき た。
その後， 諸外国の問題解決についての紹介が盛んにな って き たが，それ ら の多く
は ，既に ， 日本の数学教育の中に も あ る し ， ど り わけ， オープンエンドや発展的
な 扱いは，そ のよ う な ものではなL、か と い う 疑問を持ち続けた。 そ して， いつの
日か ， それらを， わが留の数学教育， と り わけ ， 問題解 決 との関連で考察 してみ
たい と 思っていた。

一方 ， 私たちの う ちの， も う 一人は ， こ れ ま でアメ リカの数学教育における問
題解決の背景や現状， 研究の傾 向 を ， わが国で入手可能な限り のアメ リカの雑誌
論文や単行本等を も と に 調べてき た。 しかしなが ら ， rアメ リカの問題解決はわ
が国に ど う 適用 でき る のか山あ る いは，rアメ リカの問題解決はわが匿の問題解
決 と ど う 違 う のか」と いった種の質問に 対 し，わが国の問題解決を同定する 根拠
のあ る 指標を持たず，当を得た答をする こ とができ ずにいた。 そ してま た ， わが
国の問題解決について誇る こ と に 対 しては，問題解決の資料と して入手可能な範
囲が広すぎる こ と ， わが留の歴史の中のどこに問題解決の始点を求める のかの不
安，多義的な問題解決に対する 各人の主観的立場によ る 国持性などから ，本格的
に謂べる機会を持たずに今 日に 到った。

こ の よ う な と き ， 私たちは. 1986年 7 月に ， 三輪教授{筑波大学}とベッカー教
授(南イ リノイ 大学}が責任者 となって ， ハワイ で隠かれた 日米セミナ_r数学的
問題解決における方略・困難点に関する比較文化的研究Jに 出 席する 楼会を得た。
その折，アメ リカ甜gに は ， 研究論文の傾向をま と め る 論文が数種あ り ， アメ リカ
の様子がある 程度つかめる よ う になっていた。 しか し ， それに対応する わが国の
研究の全体像を と らえる も のがま だでき てないよ う であ り ， 特に，数量的に把握
した基礎資料を基に傾向が把握できれば，わが国の問題解決の研究の現状をよ り
正確に伝え る こ とができ る こ とを確信 した。

そ こ で，私たちは . 1986年 8 月に， 今後， 長期的にわが国の問題解決の研究に
ついて謁べていくこ とを決めた。
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( 2 ) 研究の 目 的・方法
本研究の 目 的は， わが留の， 数学教育における 問題解決の研究の現状を

把握 し， その傾向を分析する こ と に あ る 。
こ の 目 的を達成する ために ， 主 と して，わが国の数学教育関係文献を対象 と す

る 調査研究法に基づいて， 研究を進めてい く こ と にする。 その大ま かな手順は，
次の返 り であ る 。
① r研究Jの 同定

本研究で対象と する r問題解決の研究」におけるr研究」 と は ，r全国的な規
模で， 研究成果を公表 している 山すなわち， 公共図書館な どを通 して入手可能
な ， 研究誌や図書な どに 掲載 さ れている ， 研究論文 と する 。

研究誌と しては， 具体的 に は ， 次に挙げ る ものを考えている。
a) 学会誌 ，
b) 大学紀要，
c) 大学数学教育研究室発刊物，
d) 都道府県立教育研究所・センタ一発事i物，
e) 研究団体機関誌，
f) 商業雑誌，
g) 教科書会社出版物，

などであ る 。
② r問題解決」の同定

本研究で対象と する r問題解決」を， 前以 っ て， 同 定せずに， 各研究論文，
研究団体などに買1]して，仮説， 検証を繰返 しつつ，同定する こ と とする。
③ 調査対象期間

過去10年間< 1977年� 1986年}を， 一応のめ ど と する 。 ただ し， 場合に よ っ
て は ， それ以前を も含めて考察する こ と もあ る 。

本研究においては. 2 人の研究者の問で， 密接な連携を保ちつつ も ， 各章を構
成する 論文は， 独立に蓄かれてお り ， そ こ で ， 担当した者の名前を， 章末の( ) 
内に明 記 し た。

なお ， 研究の過程で， ご協力いただいた方々に，感謝の意を表 しま す。 ま た，
本研究の内容， 方法等について， お 気づ きの点がございま したら， お教え下 さ る
よ う にお願いいたしま す。

1 9 8 6 年 1 1 月
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n. 問題解決研究の分析の視点
一 日 本数学教育学会を事例と してー

わが国の問題解決に関する 研究の成果は， 多くの機関によ って， 図書， 学会誌，
研究団体誌， 大学紀要， 教育研究所紀要， 商業雑誌な どの種々な媒体を返 して発
表されている 。 ここでは， そ れ らの う ち， 日 本数学教育学会を事例と してと り あ
げ， 問題解決研究の内容を検討する と と もに . 否の分析方法について も検討する 。

日 本数学教育学会{以下， 日 数教 と 略すこと も あ る }は . 1919年{大正 8 年}に創
設され， わが国の数学教育関係団体の中で最大の会員数( 1986年現在， 約4000名)
を抱え る 学会であ り ， わが国の傾向を調べる視点を作 り あげる には， 最 も 適 して
いる と考えた。

1 .  日 本数学教育学会の問題解決研究についての基 本的事実

日 本数学教育学会lま， その活動の一環と して， 図書， 会誌， 報告書な どを透 し
て ， 数学教育に関する 研究成果を発表 している 。 ここでは， それらのう ち ， 現在
定期的に発 刊されている研究誌を対象と して分析をす る 。 具体的には， 次の もの
が， 分析対象論文の母体をなす。
(a) 日 本数学教育学会誌・数学教育(1919年創刊}
(b) 日 ;本数学教育学会誌・算数教育(1952年創刊}
(c) 日 本数学教育学会誌・臨時増 刊・総会特集号0953年創刊}
(d) 日 本数学教育学会誌・臨時増 刊・数学教育学論究(1961年創刊}
(的 日 本数学教育学会・数学教育論文発表会・発表要項<1966年創刊}
そ れぞれの研究誌にほ， 対象とする 学校段階{例え ば . (a)は中学校以上. (ゅは小
学校) . 著者の属する 職域{例え ば . (c)は小・中・高校の教師が多く. (d)は大学の
教師が多L、) . 言古文の条件{例えば . (c ) .  (e)は審査はないが . (d)は審査があ る }な
どに違いがあ る が， それ らをひと ま とめに して考え る と . 5穏の研究誌の中 には，
1919年[ (a)の創刊時]か ら1986年ま でを通算する と ， 合計約 i 万 5 千の論文が含ま
れてL、る ことカ快かった。 それらを も と に， 問題解決の研究論文についての基本
的事実を挙げておこう 。

ω 問題解決に関する論文の数
問題解決とは何か と いう ことは， ま だ， 本論では定義されていないが，そ

れに関する 3 つの指標を も と に ， 問題解決に関す る 論文の部分集会を構成 し， そ
の論文数を も と に， 問題解決研究に関して， 数量的に大ま かな傾向をみてみよ う 。
① 論文名に「問題解決Jという 語が含ま れている論文

回数教の上記の 5 種の研究誌の論文の中で， 論文名に， 問題解決{ま たは，
それに類す る 誇}という 語が含ま れている論文の数を， 各年毎にま とめたのが，
表 1 ( 日 本数学教育学会の研究誌の論文名に「問題解決」という 用語が含ま れてい
る 論文の数) であ る 。
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全体では， 約250(特集号 と数学教育・算数教育には， 重複がある ) の論文があ る 。
内訳は， 特集号(c)ほ 約175. 算数教育(断士 約35. 論文発表会(めは 約20. 数学教育
(a)は 約15. 論究(d)は 約5とな っている 。 最初の論文ほ1952年に発表されてお り ， 1 
950年代に一つの涜行期があ り ， その後. 1980年代には いって ， 再び論文数が増
加 しは じめている 。 ただ し， 論究には， 最近20年間. 1 つ もなL、。

学校段階別にみる と ， 小学校が一番多く， 上段階へいく程， 数は少なくな る 。
② r掲載記事要録」のキーワードの中に「問題解決」と い う 誇があ る 論文

日 本数学教育学会は . 1970年の会誌(算数教育( ゆ ， 数学教育(a)}か ら， それ
ら の記事の要録をつく り ， それ ら をま と めてF掲載記事要録.J(日 数教・資料部編)
と して， 発行 しは じめた。 さ ら に . 1973年分{第55巻}か らは， 各要録に， キーワ
ードをつけは じめた。 そ れ ら のキーワードの中iz， 「問題解決」という 語が含 ま れ
ている 議文の数を各年毎にま とめたのが， 表 2 (日 本数学教育学会・r掲載記事要
録」のキーワードの中にr問題解決」がある論文の数}であ る 。

11年間で， 約50の論文があ るが， 1980年代の 4 年間に， そ，のう ちの 約80%が発
表されている 。 学校段階別にみる と . 1980年よ り 前は ， 算数教育だけであ るが，
1980年以 降 は ， 算数教育と数学教育では， あま り 差がない。 な お， 論文名に問題
解 決 と いう 誇が含 ま れている のに，キーワードにそれが含ま れていない論文が，
若干あ る 。
③ 日 数教・全国大会の小学校部会・問題解決分科会 において発表された論文

日 本数学教育学会でほ ， 毎年，全国大会が行われており， そ こでは， いろ
いろな分科会が潟かれる 。 問題解決という 分科会は， 小学校では1955年以来. 19 
73年を除き， 毎年弱かれているが ， 中学校では数回 しか関かれていなく， 高校・
大学では， 一回 も 昂かれていない。 そ こ で， 全体の傾 向をみるために， 小学校の.
問題解決分科会で発表された論文{総会特集号(c)の小学校部会}だけをみる こと と
した。 それ らの数を， 各年毎に ま と めたのが，表 3 (日 本数学教育学会・全国大
会の小学校部会総論文数 と 問 題解決分科会論文数}であ る 。

31年間を通して ， 約450の論文が， 問題解決分科会で発表されている。 総論文
数に対する 問題解決分科会論文数の割合{ω/(a))をみてみる と . 1968年か ら1984
年にかけての16年聞は. 10%未満であったが. 1985年になって，再び10%以上に
な った。 ま た， 問題解決分科会の論文教の変動を， ラン検定に よ って調べる と，
5 %有意水準で， 特定の変動はないという 仮説は棄却される 。

包) 日 数教・全国大会の小学校部会における 問題解決分科会の発表者の傾向
問題解決がこれま でに全国的に研究されてきているかどう かを調べる. 1 

つの指標 と して分科会での累別の発表数を考えた。 こ れが表4 (日 本数学教育学
会 ・全国大会の小学校部会・問題解決分科会における 過去20年間め県別発表数)
で あ る 。

20年間に35の都道府県か ら の発表が行われた。 発表数の多い1医に挙げる と ， 愛
知 ， 大阪， 兵庫， 東京 と な る 。 特に兵庫か ら は20年関連続 して発表があった。 発
表者をみる と ， 兵庫， 大阪か ら は ， それぞれある 研究会に所属して発表する人が
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多いよ う である。 な お ， 日数教の全国大会にお け る 発表には大き く分 け る と ， 日
数教会員による 発表と 開催県の地元の研究会か ら の発表の 2 種類があ る 。 そ こ で ，
発表数を開催県と 他県 と い う よう に 2 分 してその割合を調べた と こ ろ， 20年間の
平均は ， 開催県か らの発表数が全体の 約 1/4 と なった。 以上の 2 つの傾向が問
題解決分科会に 特有の も のなのか ， あ る いはま た分科会全体の傾 向なのかを事例
的に調べたのが， 表 5 ( 目本数学教育学会 ・ 全国大会の小学校部会 1981年度( 山
形大会}分科会の県別発表数}及び表6 (日本数学教育学会L全国大会の小学校部
会 1986年度{東京大会)分科会の県別発表数) であ る 。 山形大会では ， 大阪， 山
形 ， 愛知， 東京のI買に発表が多く， 山形からの発表数l士会体の 約 1/4 を占める 。
東京大会では ， 東京 ， 愛知， 大阪 ， 石川の順に発表が多く， 東京か ら の発表数は
全体の 約 1 /4 を占める 。 ま た， 山形 ・ 東京大会 と も 18の県か ら発表があった。

分科会全体の傾 向 と して ， ①開催県か らの発表数lま全体の 約 1 /4 を占め る 。
②愛知 ， 大阪， 東京， そ して開催県な どか らの発表が多い， と いう 2 つの仮説を
設ける こ とができ る 。 そ して ， 問題解決分科会は ， 兵庫を除けば ， 分科会全体の
傾 向を反映 し た も の といえそ う であ る 。

(3) 日数教 ・ 全国大会の小学校部会における 分科会の種類と数
分科会全体の中での問題解決分科会の位置づけをみる ために， 分科会の種

類と数を謁べたのが ， 表 7 ( 8本数学教育学会 ・ 全国大会の小学校部会 過去10
年間の分科会名)である。

分科会の構成は毎年若干の違いがあ る 。 各年の分科会の数は最小で 9 ， 最大で
1 5であ り， 分科会の種類は10年間で26種類に な る 。 主な分科会名を挙げ る と ，
「数 と計算�， r量と 温IJ定�， r図形�， r問題鐸決_，( 以上10年間あり).， r学習指導法J，
r評価_，( 以上 9 年間あり} と な る 。 分科会の稜類lま， 1980年度を境に大き く異な り ，
それ以前は ， 現代化の内容を反映 している よ う で あ る 。

問題解決分科会は ， こ の1 0年間は独立 した 1 つの分科会 と して設定 さ れており，
算数の内容領域のすぐ後に ， そ して ， 「数学的な考え方_" r学習指導法.J， r教育
機器.J， r評価」な どの分科会より も前に設定されている場合がほとんどであ る 。

(心 日数教 ・ 全国大会の小学校部会 ・ 問題解決分科会への 出席者数
問題解決 という 主題が ， 全国大会に参加 した人 々 に ， どのくら い関心がも

たれているかをみる た め に ， 問題解決分科会への出席者数を調べてみた。 ただ し ，
こ の人数は ， 延べ人数であり， しかも ， 概数であり， ま た， 必ず し も 積極的に 当
該分科会に関与していた人数ではないが ， 大まかな傾向 は ， 読みとれ る と判断 し
た。 それ らを各年別にま と めたのが ， 表 8 ( 日本数学教育学会 ・ 全国大会の小学
校部会 ・ 問題解決分科会への 出 席者数}であ る 。

28年間の l年平均は 約250人で ， 200人未溺が14年間， 200人以上が14年間と な っ
ており， その幅lま， 50名か ら600名にわたっている。 1970年代は， 毎年200人未満
であり， 1982年か ら増加 しは じめた。 1986年の出 席者数は， 全体で3番目 に高L 、。

{長崎栄三， 溺沼花子}
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年

1952 
1953 
1954 
1955 
1956 
1957 
1958 
1959 
1960 
1961 
1962 
1963 
1964 
1965 
1966 
1967 
1968 
1969 
1970 
1971 
1972 
1973 
1974 
1975 
1976 
1977 
1978 
1979 
1980 
1981 
1982 
1983 
1984 
1985 
1986 

表 1 日 本数学教育学会の研究誌の論文名 に
問題解決 と い う 用 語が含まれている論文の数

日 数数 日 数教 ・ 総会 数学教育学
会 昔、 特 集 号 論究

巻 算 数 数学 小 中 高 大 巻・ 数

34 2 。 。 。 。
35 l 。 。 。 。
36 2 2 8 8 。
37 2 l 7 2 。
38 l 。 。 B 。
39 2 i 4 4 。
40 。 。 2 。 。 。
41 。 2 。 l 
42 。 。 1 。 。 。
43 l 。 。 。 1.2 2 
44 。 2 l 。 。 3.4 。
45 2 l 。 。 。 日 5.6 。
46 。 l 。 。 。 7.8 。
47 l 。 。 。 。 9.10 l 
48 l 5 。 。 11.12 。
49 l 。 。 。 13.14 。
50 。 。 。 。 。 15/16 
51 。 。 l l 。 自 17.18 日
52 。 。 3 。 。 。 19.+ 。
53 l 。 。 。 。 自 21 。
54 。 。 l 。 。 。 22.23 。
55 。 。 l 。 。 24 。
56 。 。 。 。 25/6.27日
57 l 。 。 。 28 。
58 自 l 4 。 。 29.+ 日
59 2 。 2 。 l 。 31.32 。
60 。 。 4 l 。 。 33 
61 。 l 2 l 。 。 34/35 。
62 l 。 4 。 。 日 36 日
63 l 。 B o . 0 。 37.+ 。
64 2 l 7 l l 。
65 5 3 11 l i 。 39/40 日
66 5 l 14 2 l 。 41142 。
67 2 l 27 2 。 。 43/44 。
68 21 5 。 日 45/46 。

{主主} ー は，未刊または未開催.
十 iま，特別号ま たは記念、誌.
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百 数教 !
論文発表会

回・ 数

?ド

l 自
2 。
3 。
4 
5 。
8 。
7 
8 。 、

9 。
10 。
11 1 
12 。
13 。
14 2 
15 2 
16 3 

17 4 
18 5 



日 本数学教育学会 . r掲載記事要録Jのキー ワ ー ドの中 に
「問題解決」があ る 論文の数

表 2

年 巻 巻頭 シンポ 報告 算 数 数学 合計
ジウム 論説 研究 他 論説

1973 55 l l 
1974 56 。
1975 57 2 l 3 
1976 58 
1977 59 1 2 3 
1978 60 l 2 
1979 61 1 l 
1980 62 l 2 3 
1981 63 l B 1 5 
1982 64 一一一一一一一

1983 65 3 B 5 15 
1984 66 5 5 11 
1985 67 一一一一一一一

1986 68 一一一一一一一

一 一一

、‘、

JF;
fl}
jJ

1
f

llリil
l
a-

- 7 -

ー は ， 未発行.{注)



表 3 日 本数学教育学会・ 全国大会の小学校部会

年

1955年
1956 
1957 
1958 
1959 
1960 
1961 
1962 
1963 
1964 
1965 
1966 
1967 
1968 
1969 
1970 
1971 
1972 
1973 
1974 
1975 
1976 
1977 
1978 
1979 
1980 
1981 
1 982 
1983 
1984 
1985 
1986 

総論文数と問題解決 分科会論文教

回 小学校部会 問題解決 分科会
総論文数(a) 論文教(b)

37回 68 15 
38 67 14 
39 85 22 
40 91 19 
41 145 33 
42 113 13 
43 96 18 
44 108 14 
45 111 13 
46 116 33 
47 96 20 
48 133 35 
49 157 27 
50 113 8 
51 162 12 
52 159 B 
53 114 5 
54 127 6 
55 159 分科会な し
56 149 3 
57 172 3 
58 164 B 
59 221 11 
60 156 7 
61 152 6 
62 152 8 
63 161 7 
64 163 14 
65 189 16 
66 159 15 
67 222 28 
68 154 26 

(注} 日 数教 ・ 特集号を も と に した.
基調発表及び 論文名のみで内容が掲載
さ れていない論文は含まれていない.

-8-

ω/(a) 
( 96) 

22 
21 
26 
21 
23 
12 
19 
13 
12 
28 
21 
26 
17 
7 
7 
6 
4 
5 
/ 
2 
2 
5 
5 
4 
4 
5 
4 
9 
8 
9 

13 
17  



表 4 日 本数 学教育学会・ 全国大会の小学校部会
問題解決分科会における過去2 0 年間の累別発表数

19 XX年 86 8 5  8 4  8 3  82 8 1  8 0  79 78 77 76 7 5  7 4  7 3  72 7 1  7 0  69 68 67 
害j

第X回 68 67 66 6 5  6 4  6 3  62 6 1 6 0  59 58 57 56 55 54 53 52 51 50 49 計
合

開
大

催
会

県 東 奈 福 埼 岡
山

山 東 栃 宮 神奈 岐阜大 東示
徳
島 宮城東京 E捻:<: 熊本 東京 新京 良 井

玉 形 京 木 崎 阪 潟 % 
JII 

開催 県の発表数 5 1  4 1 1  0 3 1  0 2 1  1 。7 2 1  2 0 1  2 3 1  1 61 2 01 10 51 22 1 
他県の発表数 2 1  2 4  14 16 11 7 1  6 5 1  7 4 1  6 11 3 71 3 4 1  3 10 8 1 17 177 781 
発表数 の合計 26 28 15 16 14 7 1  8 6 1  7 11 8 1  3 3 1  9 6 1  5 91 12 8127 228 1001 
発表県数 8 7 8 8 8 6 B 5 E 5 B 2 2 6 4 4 4 g B 8 35 
l 北海道 2 i 3 

2 宮披島 ③ l 4 
3 福

茨拐披木
1 l 

4 ⑥ B 
5 2 ① i 4 

6 群絹玉馬 1 1 1 2 
7 i 2 3 
8 千葉 1 1  1 2 
9 東神

新

京
奈

潟
川

⑤ 4 1 3 3 2 ② 2 l l i l 26 11  
10 1 1 1 ① 10 
11 ⑮ 11 
12 富山 3 3 
13  石川 4 4 
14 

岐福長静井野阜
岡

① l 
15 l 
16 ② 2 
17 2 2 
18 愛知 11 7 4 3 3 1 1 1 1 12 l l l 4 40 18 
19 三重 l l 

2 0  滋京都賀 l l 
2 1  l 2 
22 大

兵

広
奈

阿
山

阪

庫山良島口

3 7 2 3 1 1 1 2 1 1 2 i l ② 2 l 4 33 14  
2 3  2 1 4 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1  l i l 2 1 1 1 i 2 2 2 31 14 
2 4  @ 1 1 1 E 
2 5  ③ i 4 
26 l i 2 
27 l 1 
28 徳島 2 ② 4 
29 香川 i 

30 愛福
佐
媛岡 1 1 2 1 11 2 l B 

31 i i 2 
32 

熊本賀
i i 

33 l ② 3 
34 大

宮
分崎 l l 2 

35 l i 
{注} 割合l立、 1 096以上 の と ころ のみ伎を記入した。 ま た、 Oでかこんだ数 字ば、

大会開催 県の発表数 である。 197 3年の分科 会名は文章題であっ たがこ れを含めた。
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表 5 日 本数学教育学会・全国大会の小学校部会
1 9 8 1 年度(山形大会}分科会の県別 発 表 数

l 2 3 4 5 6 7 8 9  1 0  11 
教 幼 数 量 図 数 問 数 教 評
脊 児 と と 量 題 学 育機 計

分科会名 諜 教 計 置d 関 解決 的
程 育 算 定 形 係 . 器 価

学
習指

開催 県の発 表 数 。 。11 6 3 4 。1 3  。 。 37 
他県の発 表 数 7 5 1 9  g 11 1 2  7 40 4 1 0  1 24 
発 表 数の合 計 7 5 30 1 5  14 1 6  7 53 4 1 0  1 61 
発 表 県数 4 5 18 5 1 6  71 6 11 31 7 1 8  
l 宮検 l l 2 4 
2 秋田 l 1 1 1 l 4 
3 山形 11 6 1 3  4 1 3  3 7  

4 福島 1 11 l i 5 
5 埼玉 3 4 
6 東京 2 11 2 11 3 1 1 2 4 21 2 2 0  
7 神奈川 1 1 1 1 4 
B 新潟 l l 
自 石)11 B 8 

10 岐阜 2 i 4 
11 愛知 2 7 1 1 1 I 1 11 1 124 
1 2  話王鷲 l 
1 3  大阪 2 t 1 5 11 5 1 7 1 11 5 11 2 4 0  
1 4  兵岡庫山1 5  l i 
1 6  徳島 i l 
1 7  愛媛 i 1 2 
18 福岡 2 2 

寄l
合

9& 

23 
77 

1 00 

2 3  

1 1  

1 5  
2 5  

{注} この年lま第8 分科会と第 B 分科会が一緒 になっている。
割合lま、1 0 %以上 のところ のみ値を記入した。

-10-



表日 日 本数学教育 学会・全国天会の小学校部会
1 98 6 年度{東京大会} 分科会の県別 発 表 数

1

 

1'

hMMHVI1Hllu代川
川明‘

，
t
t

・13

i 2 3 4 5 6 7 B 9 1 0  11 
富j

教 幼 数 量と
図 数 問 数 学 教 評

育
教
児 と 量 題 ー学 習 育 計 合

分科会名 諜 計 定測 関 解決 な的 指導機
程 育 算 形 t毛 器 価

考 法 〆a0，，
l 

え方

開催 県の発 表 数 。 5 11 。 4 。 5 3 7 i l 39 25 
他県の発 表 数 5 1 0 20 7 518 21 1 7  1 7  s 91115 75 
発 表 数の合計 5 7 31 7 g 8 26 20 24 7 1 0  15 4 1 00 
発 表 県数 3 i 7' 2 3 3 8 5 8 5 B 1 8  
i 

埼青宮玉森披
i 

2 i 
3 i 2 l 4 
4 千葉京 l i 

5 東
神軒奈高川

7 11 4 5 3 7 l 1 39 25 
自 l 2 3 
7 i l 

8 石川 3 l 11 1 5  1 0  
g 長野 l i 

1 0  愛京
知都 l 4 2 3 2 11 2 B l 1 1 3 6  2 3  

11 1 l 
1 2  大阪 2 1 0  D 2 b 3 3 2 2 z 3 6  2 3  

1 3  兵庫 2 i 5 
1 4  

徳奈岡 良山島
2 1 3 

15 i i 
1 6  2 2 
1 7  愛福媛

岡 2 2 
18 i l 2 

(注) 割合lま、 1 096以上の と ころ のみ笹を記入 した。
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2 
3 

4 
5 
B 
7 
8 
自

1 0  
11 
1 2  

i 3  
14 
1 5  
1 6  
1 7  
1 8  
1 9  

2
2
0 

1 
22 
23 
24 
25 
26 

」

表 7 日 本数学教育学会・ 全国大 会の小学校部会
過去1 0年間の分科 会名

1 9  X X年 86 85 84 83 82 81 80 79 
第 X 回 68 67 66 65 :s4 63 6 2  61 
分科 会 数 11 1 2  g 9 1 2  11 11 11 

教
幼

教
育
児
と

教計
課程育

1 1 1 1 1 1 1 1 
2 2 2 2 2 2 
3 3 1 1 1 4 3 3 4 

量 と測算定 4 4 2 2 5 4 4 5 

豊轄富
関
襲係安方

5 5 3 3 B 51 5 8 
6 6 4 4 7 6 6 
7 7 5 51 8 7 7 1 8 
8 B 6 61 9 8 
g g 7 7 11 0 91 9 

1 0  10 1 0  10 
11 11 8 8 11 2 11 1 0  

自 由 研
自

究 1 2  
器 ・ 由 研究 9 9111 
教育 3 3 

89 
11 11 

係・関数 71 
係・ 式

統
表計示 72 

係・ 73 
関式

統
集

数
表計合
の考え

耳のミ考え方
調教合

集数学的な考え

78 77 
60 59 

14 1 5  
1 1 1 

14 3 
2 4 
3 5 

4 B 

9111 
1 0  1 3  

14 
11 1 5  

1 3  2 
1 2  

5 
61 81 
71 9 
8 

7 
1 0  
1 2  

{注)1 9 8 1 年度は、 第 8 分科会と第自 分科 会が一緒 になっている。
1 9 7 9 年度は、 第 7 分科会が 3 つに 分かれている。

-1 2 -
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表 8 日 本数学教育学会・ 全国大 会の

年

19 55年
19 56 
19 57 
19 58 
19 59 
19 60 
19 61 
19 62 
19 63 
19 64 
19 65 
19 66 
19 67 

19 68 
19 69 
19 70 
19 71 
19 72 
19 73 
19 74 
19 75 
19 76 
19 77 
19 78 
19 79 
19 80 
19 81 
19 82 
19 83 
19 84 
19 85 
19 86 

小学校部会・問題解決 分科 会への出席者 数

回 総出席者 数 小学校 小 ・ 問題解決
出席者 数出席者 数

37回 4000名 ※ 400名
38 3000 ※ 250 
39 3500 ※ 1 50 
40 4000 1 323名 350 
41 41 87 1 41 5  400 
42 5000 ※ 1 85 
43 2750 800 1 77 
44 3000 ※ 1 50 
45 449 7 1 467 220 
46 3522 9 42 39 5 
47 3842 . �長 270 
48 4500 11 50 59 6 
49 4000 1 200 61 5 
50 4250 ※ ※ 
51 4338 ※ 1 25 
52 3664 ※ 11 6 
53 3229 ※ ※ 
54 3432 ※ ※ 
55 4231 ※ 分科 会な し
56 3700 ※ 52 
57 4005 ※ 1 00 
58 4011 ※ 1 80 
59 4000 ※ 1 55 
60 3600 ※ 86 
61 "" ※ 9 0  
62 ※ ※ 9 0  
63 ※ ※ 1 05 
64 ※ ※ 205 
65 ※ ※ 280 
66 ※ ※ 250 
67 ※ ※ 376 
68 ※ ※ 51 7 

{注} ※印lま . 統計な し.
総出席者 数 ，小学校出席者 数については，
日 数数五十 年 史，六十 年史によった.
問題解決出席者 数については， 算数教育誌に

よった.
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2 . 問題解決 と その研究の現状
ー シンポジウムの記録の分析ー

( 1 ) 目 的 と方法
わが国にお け る 問題解決 と その研究の現状を調べる ために， 日 本数学教

育学会・全国大会にお け る 問題解決についての シンポジウムの記録を分析する こ
と に した。 シンポジウムにおいては ， 一般に，複数の人 々 によ って ， 自 由 に異な
る 角度か ら ， 広範囲にわた って ， 主題についての意見が述べ られ る 。 そ こ で ， そ
の記録を分析す る こ と によ り ， わが国にお け る 問題解決 とその研究の現状につい
て，大ま かな様相を浮かびあ が ら せ る こ とがで き る と考えた。

日 数教・全国大会においては，1 982年，1 983年の 2 年にわたって ， r21世紀に
向 けての数学教育」 と 題 して ， 問題解決に関する シンポジウムが関かれた。 ま た ，
シンポジウムの記録 は ， 算 数 ・ 数学教育の両者に掲載 さ れており， B数教会員全 ト

員が 目 を適す こ とができ る 。 こ の こ とは，1982年，83年頃1;:: ， B数教の指導者層
の間に，問題解決研究の必要性への認識が高ま った と と もに ， そのこ とが，ま た ，
全国的に広がり始めた こ とを意味 している こ と は ， 言う ま で も な いであ ろ う 。

分析にあたっては ， 2 図の シンポジウムに参加 した 延べ1 1人の数学教育関係者
{勤務先は，IJ、 . 中 ・高・大およ び教育委員会)の発言をとりあげた。 なお ， 特別
メンバー{医学者 ， 鉄道技術者}の発言は，除いた。 それぞれの発言の う ち ， 問題
解決に関 して，一つのま と ま りを も った文を， 個 々 にカードに記録 し ， それらを
も と に， 内容別に分 類 し ， 各 内容を表現する 標題をつけ る こ と と した。

分析の対象 と した記録は， 日 本数学教育学会誌{算数教育}の，第65巻75- 81頁
<1 982 年・1 [耳 目 ) ，第66巻84- 92 頁 < 1 983年.2 回 目 ) !こ掲載されてい る ものであ る 。

( 2 ) 結果
2 図の シンポジウム記録の発言を，カード化 した結果， 約80枚のカード

ができ た。 すなわ ち ， 重複した も の も 含めて， 約80の問題解決に関する 内容文が
同 定で き た こ と にな る 。

さ ら に，こ れ ら の内容を分 類 した と こ ろ ， 1 0種に分け られた。 その10種の標題
を ， 次のよ う につけた。
① 問題解決の必要性，
② 問題解決の研究の状況，
③ 問題解決の指導や問題解決についての定義 ，
④ 問題解決の指導に望ま れ る 子 ど も 像，
⑤ 問題解決の指 導 上の課題 と 工夫，
⑥ 問題解決の評価，
⑦ 問題解決への教科書の国慮 ! ③ 問題解決 と 基 礎・基本の関係，
③ 問題解決を取り巻 く諸問題，
⑪ 今後の数学教育の課題。
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句

官

次に， それぞれの標題 の も と に分類さ れた， 内容の概略を， 原文を生か しつつ，
発言者の立場に立って ， 説明する こ と にする。

① 問題解決の必要性
社会の発展にJ!P応 して， と く に. 2 1世紀に 向 けて どんな技術的な発展があ

る か予想でき な い し， ま た ， 資源の少ない日本が毘際社会で生き てL 、 く ために も ，
問題解決が重視 さ れなければな らなL 、。 し か も ，

、
それは， 数学教育の人間化の具

体的なてだてで もおる。
しか しなが ら， ア メリカのNCTl!の勧告( An a genda for a ction) に よ って，わが

国で も 関心が強 く なっている と い う 指摘も あり， アメリカにひき ず られないよ う
に しなげればな らない。

② 問題解決の研究の状況
わが国では， 特に小学校の場合， 従来か ら 問題解決については長い歴史が

あ る 。 すなわち， 数学的な考え方を、育成す る と い う 表現マ， 問題解決議カの育成
への対応を考えてき ており， また， 文章題の指導の研究 も ， 問題解決の研究の一
環をな してい る 。 しか し， 高校の場合には， 現代数学と い う モデルがあった現代
化 と は異なり， 問題解決にはそれがないので， よ く わからない面 も あ る 。

③ 問題解決の指導や問題解決についての定義
問題解決の指導 とは，子ども に問題を作 ら せ，発展さ せてい く よ う な指導，

いろいろな答がでる いわゆる オープンエンドの問題に よ る 指導， 試行錯誤 と い う
こ と も十分体験さ せて， イ ンフ万一マルな解法か ら よ り一般的な解法ヘ高めてい
く 指導， 結果に重点を置 く のではな く て， 解決の過程を大切にす る よ う な指導な
ど と表 さ れ る であろう 。

問題解決については， アメリカでは， 問題を解決あ る いは処理するための手服
・技能・方略な ど と さ れている よ う であ る が， わが国の伝統的な「考え方Jが， それ
にあたるであろう 。

I • ④ 問題解決の指導に望ま れ る 子 ど も 像
/ 以前の経験を も と に論理的， 発展的に考え， 重量 し い問題に も立ち 向 ってい

く よ う な子どもや， 将来のこ と は分か らないので， それに対処でき る 子 ど も ， つ
ま り， いろいろなア プロー チがで き て ， いろんな問題解決ができ る 生徒を育てた
い。 そのために は， 子ど も に 自 信を持たせる意味で も ， こ れか ら 社会に出て考え
る とい う こ と に重点をおいて指導 したい し， 子 ど もの欲求の中には 自 分の持って
いる カを最大限に伸iま したい と い う 気持があ る こ とを大切に したい。

③ 問題解決の指導上の課題 と 工夫
(a) 望ま しい問題 : 問題解決にお け る 望ま しい問題， よ りよ い場面を考え

る 必要があ る 。 ま た， 現実問題 と現実をモデル と した問題では， どち ら のが好ま
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しL、ヵ、。
(ゆ 単元との関係 : 問題解決の指導をr問題の考え方Jのよ う に特に設定さ

れた 単元で扱う のがよ いか，従来の単元の中で扱う のがよ いのか。 ま た ， 後者の
場合には， 問題解決を，いろいろな段階で と り あ げ る こ とも lつの方法であ ろ う 。

(c) 多様化 : 能 力差よ り は個性差を生かした指導が大切であ る 。 一様の教
科書，一様のカリキュ ラムという 姿勢を変え る こ と も必要であ る 。

(d) 日 常の工夫 : オリジナルな教材・教具を作る こ と， ほめる こ と ， ま とめ
を生徒にやらせる こ と ， 数学ニュ ースを発行して楽し く する こ と ， 成績の 自 分の
位置の変化を調べさせる こ と， ま た ， 結論を急がずに待つこ と な どが， 大切であ
ろ う 。

⑥ 問題解決の評価
問題解決 ， 特に ， 生徒の能力の柔軟性や独創性を評価する こ とは難しいが， わ

評価結果を何 らかの形で生徒に返したL 、。 {?tJえ ば ， 子 ど も が， 期 待 さ れる よ う な
入閣にな っ たか ど う かは， お 母 さ ん遠の意見に よ っ て もわかるのではないか。

① 問題解決への教科書の配慮、
教科書の中に創造性を伸ばすよ う な場面を ， 入れてほしL、。

③ 問題解決 と 基 礎・基本の関係
基 礎・基 本と応用 と しての問題解決 という 一重構造をやめ る こ と ， すなわ

ち ， 基 礎・基本の重視は問題解決の軽視ではないこ とを強調した L 、。 つま り ， 基
礎・基 本を身につけた ら その よ さ が表れる よ う な学習指導を考えたい。

③ 問題解決を取 り 巻 く 諸問題
全般的 にいっ て， わが国の算数・数学教育では， 自 国か らの問題提起が少

ないよ う だ。
教育行政的には， 中学校は，特に， 授業時数が少ないこ とが問題であ る 。 ま た ，

高校でほ ， 教科書に手応えのある 問題が少な く な っ ている のではないか。
社会的には ， 入試な どのテス ト主義，イ ンスタ ン ト主義の弊害があ る 。 一般社

会人の数学教育に対す る認識に も ，問題があ ろ う 。
生徒は ， 文章題のできが悪 く ， じっ く り 物を考え る こ とを嫌い， しか も ， 数学

教育に対す る 期待が低いよ う であ る 。 教育を受ければ受け る 程， 知的好奇心のよ
う な も のが失われて い く のではないか。 しかし， 一方 ， 生徒の問題解決に対する
関心は多様であ り ， そのこ と を生かす こ と も で き ょ う 。

⑬ 今後の数学教育の課題
カリキュ ラムの絶対化， 社会状況の一様化な どを再考する 必要があろう 。

社会と 密接な関連を図 り ，外部に呂を開き積極的 に問題を と り入れて ， 時代の動
き に合致した数学教育をやっ て い く 必要があろう 。
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( 3 ) 考察
シンポジウムの記録の中の発言を分類 し，ま と めた結果か ら ， わが国の

問題解決 とその研究の現状に 関 して， 大むね，次のよう な こ とが言えそう で あ る 。
① 問題解決に関する 状況は ， 多様性に富んでいる 。

問題解決の必要性， 研究の状況， と ら え方などについては， 多様な意見が
あ る 。 それは，主に， 個人ま たは研究団体の問題解決へのかかわり方， 及び， 学
校段階によって異な る よう である。
② わが国の算数 ・ 数学教育史に照ら して， 問題解決を検討する 必要がめる 。

文章題， 数学的な考え方などとの関連を明 確に しな ければな らない。 ま た，
そ れ以前の生活単元学習と の関連ほ ど う か。
③ 実際に教育する人 々 が もっ教育的信念、と， 問題解決は切り離せなL、。

教育実践の立場か ら みた子 ど も 像が， 問題解決の研究・実践を支えてL、 く 。
問題解決が，わが国に根づ く ためには， それが， どのよう な子ど もを育てよう と
している かの議論も必要であろう 。
③ 問題解決は ， それを双り巻 く ， より大き な 状況を考慮しなければな らない。

より広い意味での数学教育， 教育，社会， 教育行政な ど と ，問題解決は，
かかわっており， それ ら の も とで問題解決を考えねばな らない。
⑤ 問題解決には， 多 く の国有の課題があ る 。

問題解決の と ら え方 と その指導， その評価， 基 礎 ・ 基 本との関係な ど， 多
く の解決されるべき 課題があ る 。 (長崎栄三}
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3 . 問題解決の と らえ方と その変遷
一小学校 ・ 問題解決分科会の論文の分析ー

( 1 ) 背景 と 目 的
問題解決の と らえ方には ， い く つかの立場があ る よ う であ る 。 こ の こ と

は ， シンポジウムの記録の分析(前章) に表れている し， ま た， 日数教 ・ 論文総目
次 ( 1 958)， 横田( 1983)の分類に よ って も 明 らかであ る 。前者においては，1919年か
ら 1958年にかけての B数教論文が30項目 の も と に 分類 さ れて いる 。 そ こ では， 分
類項目 の中には， 「問題解決」はな く ， 論文名に問題解決という 誇がはいっている
論文は， 「数と 四則 計算山「文章題J， r算数 ・ 数学教授法J， r調査Jという 項 目 の
中 に分類さ れている。 後者において は ， 1955年か ら 1 982 年ま での問題解決分科会
の 論文が， 文章題の枠組の中で分析 さ れ ，問題解決は数学的な考え方の分脈の中
で と らえ られるべきであ る と している。

本論においては， 問題解決の と らえ方とその変還を，小学校 ・ 問題解決分科会
の発表論文を通して， 分析する こ とを 目 的 と している 。 こ こ で，問題解決の と ら
え 方を分析する際には， そ の研究内容を も 分析の対象 と する 。 と いう のは， こ れ
ら の 両者が相伴って， は じめて問題解決の研究が明確にな る と いう こ と ，つま り，
問 題解決の と らえ方と研究内容， 不可分の関係に あ る と考えた か ら であ る 。 た だ
し，本論においては， その内容を詳し く 分析する こ とが 目 的ではな く ， あ く ま で
も ， 問題解決の と らえ方について大まかな実態を把握 する こ とを 目 的 と している。
ま た ， 小学校 ・ 問題解決分科会の論文を対象と したのは， それ らが1955年か ら長
期間にわたり継続的に相当 数発表 さ れている こ と， お よ び， 問題解決の理論では
な く 実際の様相を調べる た めでめる 。

( 2 ) 方法
本論では， 問題解決分科会の論文を分類する こ と に よ って， 問題解決の

と らえ方を分析する こ と にする。 その擦，こ こ では， 実際の教育の場で問題解決
がどのよ う に考え られている のかを採るので・あ る 7J、ら，前以って， 問題解決を分
類する 枠組を設定せずに，各論文の論文名， 研究 目 標な どを手がかりと して， 類
似な論文をひとま と ま りに する よ う にして， 分類作 業を進めてL 、 く 。 ただし， 補
助的な手がかりとして， 研究会を使う 。 すなわち， 同 じ研究会に所属している と
恩われ る 著者の発表に巨をつけ る 。

なお， 数学的な類別は ， 不可能であ るが， 同 論文に対して数回の判断を繰返し
て行い，よ り類似な論文がま と ま る よ う にする。

問題解決の変遷は， 2 つの方法によ ってみる 。 一つは， 上記の分類の結果を，
各年毎に ま と めてみる。 も う 一つの方法としては， 重要語を考え る 。 こ こ での重
要 語 と は ， 論文名を， 名詞， 動詞， 形容詞な どをも と に 区切り， それによ って生
じ た名詞， 動詞， 形容詞な どを表すもの と する 。 例えば， r児童の問題解決カを
育てる 実践例」という 論文名の重要語は，「児童J， r問題解決カJ，r育て る J， r実
践例」て・あ る 。 .それ ら の重要語を， 各年毎にま と めてみる 。
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対象と す る 論文は ， 分類については ， 1977年か ら 1 986年にかけての10年聞の，
138論文 とす る 。 ただ し， 1955年か らの論文 も参照する も の と す る 。 重要諸につ
いては ， 1955年か ら1986年にかけての31年間の ， 468論文 と す る 。

( 3 ) 結 果

① 論文の分類か ら みた問題解決の と らえ方とその変遷
1977年か ら1986年にかけての10年間の ， 問題解決分科会の論文を分類 した

結果， 次の13種類に分かれた。 各 種類に ， それぞれの論文名な どを参考に して標
題を付 し ， それ らを論文数の多い販にあげる と ， 次の通りであ る 。 ( ) 内は ， 論
文数。
(a) 文章題の解決( 39) ， (� 問題の解決(26 ) ，
( c) 子ど もの主体的解決カ( 18) ， (d) 知識の構造化( 12)， 
(e) 数学的な考え方( 1 1 ) ， (f) 問題の解決 と数学的な考え方( 10) ， 
(z) 実世界の問題の解決( 9) ， ‘ (ゆ 数学.的モデル化(6)，
(i) 問題を発展さ せる こ と (3) ， (j) 創造的な考え方( 1 ) ，
(防 思考カ( 1 ) ， (1) 子どもの発想を重視 した授業( 1 ) ，
( m) 解決の過程を重視 した授業( 1 )

それぞれのr問題解決」について， 次に， 分析者の立場か ら ， 若干の説明をつけ
ておこ う 。 なお ， r .J内は， 当 該種類に属する 論文の原文を表す。
(的 文章題の解決

文章題の解決に関す る 研究であ る 。 こ れに 属す る 殆ん どの論文は ， それ ら
が問題解決の研究であ る こ と は 自 明である と している よ う であり，教育巨標や問
題解決 と の関連について触れていない。 多 く は ， 現実の子 ど も が ， 文章題を解決
するのが困難であ る こ と か ら 出発 している。

研究内容は. 指導法のヱ夫， すなわち ，読みの しかたの改善， テープ図， 線分
図 ， 表 ， 構造図の使用 の しかた ， 作間の利用についてが多い。 対象教材は， 1 年
生の立式問題 ， 四 則応用 問題，割合の問題 ， 小数の乗除の問題が多い。
(訪 問題の解決

問題解決 ， 問題解決能力， 問題解決学習に関す る 研究であ る 。 例えば ， 問
題解決学習と は ， 「問題が解決 さ れ る 過程を重視する こ と に よ って ， 個人の人生
において直面するであろう 問題を処理で き る 能力を身につけ さ せる こ とをねらっ
た学習」であり， 問題解決能カとは， 「子ど もが事象の 中 か ら 数学的な問題を主体
的に と りだ し， 解決の見通 しをさ ぐりなが ら く り返 し く り返 し追求 し ， 創造的発
見的に解決 して新 し い考えをつ く りだす と と もに， そのっ く りだ した考えをより
発展さ せてい く 能力」な ど と しており， 多様な表現がみ ら れ る 。 なお， 過半数の
論文は ， 無定義で， 問題解決な どの言葉を使っている 。

研究内容は ， 指導法の工夫 ， 方略{ス トラテジー }の指導のあり方， よ い問題の
開発， 指導過程の工夫が多 く ， 対象教材lま. 挙げている 論文 も あ る が，明記 して
いない方のが多L 、。
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(c) 子 ど もの主体的な解決カ
主体的とか， 自 ら と いう こ とを強調 している 研究である 。 例えば， r問題

解 決を通して 自 ら考え る カを育ててL 、くJと か， 「子ど もが主体的に問題を解決し
ていく」 と している も のであ る 。

研究内容は ， 指導過程， 指導形態の工夫 ， 子 ど も の特性の分析が多く， 対象教
材lま， あ ま り 明記 していな い。
ω) 知識の構造化

問題解決を， 「問題を 自 分 自 身の も の と 受け と め，知識を構造化 し， 自 カ
で解決する こ と 」と と ら えている 。 なお， こ こ に属する 論文は， いずれ も ， 同 じ
研究会の人 々 に よ って発表さ れた ものであ る 。

研究内容は， 指導過程の工夫が多く， 対象教材lま， 普通の教科書に 見 ら れ る も
のが多い。
( e) 数学的な考え方

数学的な考え方や関数的な考え方な どに関する 研究であ る 。 例えば， r問
題解決学習は， 算数科のねらいである 数学的な考え方を伸ばすために， 有効であ
る 」と する 。

研究内容は ， よ い問題の開発が多く， 対象教材は， 工夫さ れた問題が多い。
( f) 問題の解決と数学的な考え方

問題の解決と数学的な考え方の， 両者を視野にいれた研究である。 例えば，
r問題解決の学習過程と そ こ に働く数学的な考え方」と いう ものであ る 。

研究内容は， よ い問題の開発と指導過程の工夫が多く， 対象教材iま， あま り明
記 していない。
(幻 実世界の問題の解決

実世界の問題， 現実の問題などを解決する こ と に 関する 研究であ る 。 例え
ば ，「子と、もたちの生活の中にある 疑問や感動を大切に， 共通の考える場を設定
し ， ひ と りひとりの考えを し っか り とつかま せ ， 追求さ せる 」という ものであ る 。

研究内容は， よ い問題や， よ い問題場面の開発 ， 学習段階のヱ夫が多く， 対象 v 

教材は， 実世界の問題を工夫 している 。
(ぬ 数学的モデル化

数学的モデル化 と い う こ とを 目 ざ した研究であ る 。 例 え ば ， 問題解決を，
「日常の問題を算数の問題にモデル化する 。 算数の問題を算数的に処理 し， 解決
す る 。 解 決 した こ と を日常の問題にかえ して具体的に解釈 し， 現実の解決をほか
る 。 」と いう ものであ る 。

研究内容は， よい問題の開発が主であ り ， 対象教材は， ゲー ム的な問題や日常
生活の問題であ る。
( i) 問題を発展さ せる こ と

「与え られた一つの問題か ら出発 して， その問題の構成要素となっ ている
部分を類似な ものやよ り一般的な もの等に置きかえた り ， その問題の逆を考えた
り する こ と 等を通して， 新 しい問題をつくり ， 自 ら解決 しよ う とする 」学習活動
に つ いて研究する もので あ る 。
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研究内容は，よ い問題の開発， 指導過程の工夫であ り ， 対象教材は，工夫 した
ものが多い。

次の(j)ー伽)の 4 つは， いずれも . 1 つの論文であ り ， その研究内容は，指導過
程の工夫が多い。
(j) 創造的な考え方

「児童が絶えず過去の経験を生か しながら， よ り 進んだ新 しい考えを生み
出 していくという， 創造的な考え方を育てる こ とが大切で・める 。 」
(蛤 思考カ

「諸能力を必要 とする 問題解決は，児童に と って抵抗の多い ものであ る が，
思考をのばす上に大いに役立つ。 」
(1) 子どもの発想を重視 した授業

r子 ど もた ち の発想を生か して働かせ る 指導の方策。 」
(m) 解決の過程を重視 した授業

r分数の概念、を身につ け さ せた り ，計算の仕方を発 見 さ せた り するには，
どのよ うな問題解決の過程を とれlま よ いか。 J

次に，それぞれの問題解決のとらえ方が，どのよ う な変遷をたと‘ っ てき たかを
みるために . 13種類. 138論文を， 各年毎にま と めた のが，表 9 ( 問題解決の10年
間の変遷)であ る 。

年

(a) 

1977 9 
1978 6 
1979 3 
1980 4 
1981 
1982 4 
1983 4 
1984 2 
1985 4 
1986 2 

表 9 問題解決の10年間の変遷

問 題 解 決 の 種 類

(b) (c) ω) (e) (f) ( g) ω 

2 

1 2 l 
l 2 

2 2 l 3 
3 l 4 3 
5 2 l l 2 
g 4 4 l l l 3 
5 1 0  6 l 2 

(i) ( j) (防 (1) ( m) 

i 
l l 

l 

この10年砲を返 してみる と ，「文章惑の解決Jが全体の 約28%を占め，一番多い。
次に，r問題の解決J( 約19%) . r子ど もの主体的解決カJ( 約13%)， r知識の構造

-21-



化_.(約996) ， r数学的な考え方_.(約8%)， r問題の解決 と 数学的な考え方_.(約7%)， 
r実世界の問題の解決_.(約7%) と な ってお り ， その他の 6 種類は， 5%未満であ る。

ま た ， 10年間の変還をみてみる と ， r文章題の解決Jと 「数学的な考え方Jは， 10  
年間を遥 して， ずっと研究さ れつづけているが，r問題の解決.11ま， 1980年代には
L 、って， 新 しく研究 さ れは じめたこ と が う かがわれる 。 ま た ， それよ り やや返れ
て，子ど もの主体性や生活を強調 した研究が， 始ま ってい る 。

なお， 参考ま でに， 1 977年以前の様子をみてみる と ， 1955年の最初の分科会の
発表は， すべて文章題に 関 し た も のであ り ， その後20年間， 毎回，それに関 した
も のが発表さ れている 。 数学的な考え方に関しでは， 1959年に最初の発表があ り ，
1964年以降， 継続的に発表 さ れている 。 その他の種類については， 20年間の砲に，
lない し 6 の論文数 しかな L 、。

② 重要語からみた 問題解決のと らえ方の変遷
1955年から1986年にかけての31年間< 1973年は分科会なし )の問題解決分科

会の発表論文名を， 品詞毎に区切り ， その結果でき た言葉を， 「重要藷」と し ， そ
れらを集計す る こ と に よ って， 問題解決研究の傾向を さ ぐる こ と と した 。

31年間に ， 問題解決分科会で発表 さ れた論文の数は，468であったが， 重要誇
の種類lま，約500語であ り ， 延べの総数は ， 約1 700語であった。なお， 全重要語及び
そ の所属論文については， 章末に一括し て掲載 しであ る 。

それらのう ちで， 出現年数が5年以上の重要語は， 約50誇あ り ， それらの中で，
よ り 問題解決に関係があ る と思われる 重要語をま と めたのが， 表10(日本数学教
育学会 ・ 全国大会の小学校分科会の問題解決分科会の論文名の中の重要語の数の
変遷}であ る 。

全体的にみる と ， 文章題lま毎年， 問題解決ほ殆んど毎年(25年}使われている 。
31年聞の う ち ， その前半に多いのは ， 文章題指導， 文章題解決， 構造図 ， 作間指
導 ， 思考過程などであ り ， その後中頃には， 数学的な考え方， 関係把握 ， 思考，
線分図な どが多く， 後半の最近にな る と ， 問題解決能力， 問題解決カが多くなっ
ている よ うであ る 。 ま た ， 動詞をみる と， 伸ばすにかわ り ， 高める， 育てるが多
く使われは じめている よ う であ る 。

( 4 )  考察

問題解決のとらえ方を，問題解決分科会の論文を も と に分析 してみた。 こ こで
は ， 他で発表さ れた内容については対象 と していない こ と ， 及び， 分類の しか?と
の妥当性が確認 さ れていな い こ と に ， 分析の限界があ る 。

それらのこ とを踏まえた う えで， 大むね， 次のよ う な こ と がいえそ う であ る 。
① 現在， わが国では， 問題解決について， 約10返 り のとらえ方があ る 。

本論においては， 問題解決分科会の論文を， 13通 り に分類 した。 こ のよ う
に して分類 さ れた見返 り の「問題解決」は， 次にあ げ る よ う な指擦を もって， その
性格づけを行うこ と もで き る であ ろ う 。
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4 
5 
6 

l 
e。 7 
'" B 

日
10 

11 
12 
13 
14 
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3 

年<l9XX年)

， -、

表10 日 本数学 教育学 会・ 全国大 会の小学 校郎 会・ 問題解決 分科会の
論文名の中 の盤裏話 の数の変遷

55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 74 75 76 77 78 79 

:!Iì嬰Z苦 11 発 表 数 15 14 22 19 33 13 18 14 13 33 20 35 27 81 12 日5 61 3 31 8 11 71 6 

文章組 11 5 21 4 12 31 9 31 4 13 91 10 61 2 11 2 41 5 11 1 31 6 41 2 
|問題解決 6 41 2 I1 2 11 2 l 41 1 11 2 11 1 21 1 21 1 
文章胞指導 11 2 41 1 21 3 11 5 41 2 31 5 11 6 11 2 
文章迎解決 31 3 11 1 I1 6 51 1 4 
数学的 な考え方 31 2 5 I1 2 ーl I1 1 
i/ð逃図 31 1 11 1 4 2 I 1 
思 考 l 21 1 21 2 11 1 l 
関係l1lJ垣 41 3 1 11 1 
作間指導 31 2 l 31 1 l 
思 考過程 I1 1 E I1 1 

線分図 11 1 l 11 1 
問題解決fl� カ
間姐解決 カ
思 考力 11 1 2 2 

く動詞〉
{IIIIます l 4 I1 2 31 6 11 3 21 1 I1 1 21 1 
高める I1 3 l 21 1 21 1 11 2 
育てる I1 1 l i l 

80 81 82 83 84 85 86 剖 年

81 7 14 16 15 28 26 468 31 

31 1 I1 4 21 1 11 126 31 
31-'3 31 6 41 12 12 79 25 

47 20 
27 11 

2 14 10 
15 日
12 日
12 7 
12 7 

l 81 7 

31 1 31 4 31 14 5 
I1 1 41 2 91 5 

71 5 

I1 1 11 1 35 20 
21 2 31 1 22 13 

21 2 E 31 7 81 30 12 



1 ) 数学科カリキュラムでの位置: 目 標・内容(a�k)，指導法(1， m)， 
2 ) 教育目 標との関係: 一般陶治的(c， j， kなどし特殊陶冶的(a，bな どれ
3 ) 解決の対象とな る 問題: より 数学的(a，bなどれより 実社会的(gなどし
② 問題解決のそれぞれのとらえ方によって研究内容や対象教材は異な る 。

例えば，よい問題の開発が，研究内容と して強調 さ れている のは， e， f， 
g ，  h， iなどて‘あ る 。 どのように問題解決をと ら え る と，どのような研究が必要
かを，整理しておくこ とが大切であろう。
③ 13通 り の「問題解決」の中で， と らえ方が確定している のは，約半数であ る 。

問題解決のとらえ方が確定 しているというこ とを，その研究内容や対象教
材に， 一定の傾向があ る も のと して考えた。 それは， つま り ，一種の， パラダイ
ム{クーン，1971lを形成している と克てよいのではないだろ うか。 例えば， a， d， 
e， g，h，iである。 {ただ し ， こ のこ とは，こ れ らが，教育の場で実践化 さ れて
い る こ とを意味 しない，例えば， hのように。 ) この面か ら 見 る と，いわゆる 問
題解決(b，f)については， 今後，多くの研究課題をかかえている といえよう。
③ 10年間を適した変還を見る と， 多様化 してき たのはこ の数年間であ り ， 文章

題， 数学的な考え方とい う 2 つの大きな筋と最近の問題解決能力というのが
目 立つ。

最近の多様化とは， 主 に，次の 3 つに性格づけ る こ とができ る であ ろ う。
1 ) 数学の問題の解決に重点を置いた もの(a，b) 
2 ) 数学的な考え方，数学的活動に重点を置いた もの(d，eな ど)
3 ) 一般的な問題解決能カに重点を置いた もの(c，j， kなど)
ま た， 問題解決能力への志向は， 実質陶冶か ら ，形式陶冶への動きなのか，よく
見 定め る 必要があ ろ う。
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r 日 本数学教育学会・小学校分科会の問題解決分科会で発表さ れた論文の
題名中の重要語」
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日本数学教育学会・小学校分科会の
問題解決分科会で発表された論文の
題名中の霊童歪

一数学・数学教育用語， その他一
{あいうえお煩}

数字の説明
伊Ù 8 4 0 2 1 3  

8 4…1 9 8 4年
o 2…問題解決分科会の( 2 ) 
1 3…1 3番目の発表

あ行
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扱い 820007 
余り 660101 
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教師 750006
共同思 考 620001 京都市 620003 京都市 算数学カ診断テス ト 610306 
興味 70010q
具体的 660203.660204.660206.6 60208. 

660210 
具体的方策 650109 
傾向 640105. 660305 
計 算 660309 .680103 
計 算カ不振 児 640311 
系統 560008.570103 .570211 .針。213.59 0101 .

59 0102 .59 0111 .600201 .60020 3 .600204. 
600206 .610103， .630106' .64Q 305 .670006 

系統案 59 0116 . " 
系統化 51 0102. 580014 
系統的試案 68020. 3 
系統的指導 650105.670206 
系統的1 60004 
ケース 630201 
結果 61 0104.620003.61 0303 .860029 
決定構造 630103.650108 
現実処理 59 0105 
現代化 61 0104 . 69 0206 
効果 580017 
効果的 630104. 660308 .670201 .820010. 

820014.850023.860032 
効果的指導 630105.61 0101 .840014 
効果的指導法 59 0104
公式 650205 
公式化 59 0111 
構造 61 0304
構造化1 40003 
構造関係図 780001 
構造式 680201 
構造図 550015.570204.51 0206 .51 0201 . 

580018.59 0113.600104. 620005.620006. 
620013 . 620014.640203 .640204.680201 . 
740003 

構造図解法 620012
構造的 650104. 750002.760001 .1 70003. 

780003 .79 0001 .800001 .800002 
構造的犯援 630101 
構造転換 650106 
偲人皇室 810007.850004 
直定式構造図方式 650204 
古典的四郎応用 問 題 660104
古典問題 51 0213 
誤答 620010 
こ と カミら 850018 
こ とば 550007.59 0114 
こ と ほ の関 係 610101 
こ と ほ の式 610201. 650205 
子供 550015 .610302.660208 .770004 .850035 
こ ど もが主体的に学習する 840009 
子供に問題を持たせる 580003 
こ ども の主体的解決カ 850024. 860012 
こ ど もの体験 820005 .830001 .84001 3 .  

850010 

個別学習機 810007 
個別指導 840006 
困難点 550005.600106 
コンピュータ 840015 

さ行
作間 820009 .820010.860032 
作間指導 570210 . 57 0211 .570212， 5� 0010.  

580014 . 59 0120 .610102 .61 0107.670108. 
6苅109 .680103 .760002

さ せ方 640406 .850023 
三角構造図 560013 
算術的解決 600102.610206. 620013 .620014. 

640204 
算術的構造 610204 
算数 550006. 79 0002.810004 .820003 .830013
算数科 550011 .580001 .59 0114 .59 0118. 

850028 
算教科 学習指導 860009
算数学習 550015.8 20013
算数学カ診断テス ト 620003 
算数 教育 660102 .61 0104 
算数指導1 00204.1 10004 .840003.840008.

850018. 860004.860010. 860016.860017. 
860023. 

算数的処理 650107 
算数日 記 580003 
算法化される言葉 550003 
算法決定 610203 
口 59 0109
四角形 740002 
式 580016.59 0112.680103.720004
式化 630103 
式指導 570201 .59 0205 
思 考 560015 .59 0210. 630102. 630205. 640105 . 

650106.650209 .660301 .660306.670102. 
680204.19 0005 . 

思 考過程 550006.560002. 640207.640208. 
660307.670208. 700202.850034 

思 考方法 580013 . 59 0101 
思 考方法類型 610206 
思 考カ 600207. 610301. 640205.660108. 

660304 .69 0101 .69 0205 
事実問題 560001.560015
四則 660212 
四則演算 550001 
仕方 580015 
実際 51 0211
実態 550015.640408 
視点 700104 
指導 550008. 550014.560004. 560010. 570109 .  

570203 .570205 .570207 .570209. 580003. 
580016.59 0106 .59 0106.59 0108.59 0117 .  
59 0121 .59 0207.59 0210.59 0211 .610101 . 
610105.610202 .620004 .630104.630105. 
630201 .630205. 640104 .640207.64030 1 .  
640302 .640303 .640305 .640306.640308 . 
640310.640311 .640402.640403.640404. 
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山山凹目白山何回
w
m
mm山刊刊
行明Mmm
ηmH刊目的出
創mM
m
MM田町田
お
お
節目別
総
過
形
系
悶何回
系
対
内
法MM昨日
法
方
例
m
m
の
作
性
改
過
考州問
点
佼
不 :
陰

導
導
導

導
導
導
導

導
導
導
霊
会
合
由
点
要
業
業
業
思
宜同
学
件
除体罰

指
指
指

指
指
指
指

指
指
指
児
築
集
自
重
重
凌
授
授
販
商
障
小
条
乗
乗

焦点 570201 
乗法 600205. 640402 
乗法の意味づけ 550014 
昭和33年度岡 山県算数科学カ調査

580012 
除法 640105 
助長 620005 
調べ方 650205 
新教科書分析 610303 
伸縮の考え方 650101 

診断 570205 
図 550013. 720003. 760008. 770009
推理過程 760005 
数概念、 620007 
数学的思考 610307. 680203 . 69 02日L

79 0003 
数学的追求 660109
数学的な考え方 650111. 650203. 650208. 

660111. 660H2. 670305. 670306. 
670307. 670308. 670309. 69 0102. 
700202. 700203. 710005. 720005. 
740002.750004. 830014. 830018. 

数処理 640309 
数と計 算 680103 
数理 69 0105
数量 720004
数量関係 59 0207 .650205. 660203. 

660204.660211 
数量思考 610302 
図 解 650102.650111 .650209
図解指導 580009 .59 0208 .59 0209 . 

620002. 660301 
図形 700205 
図示 580017 
筋違 670109
す じみちだった考え方 69 0104 
す じ道をたてて考える態度 710004 
筋道をたてて考えるカ 770006 
進め方 580011. 610303 
図的表現 560010 
図表示 760004 
正確な 640309 
生活に役立つ 820013 
生産的思考 59 0103 
主主理法 770002 
積 660205
線系指導 680104 
潜在条件 710001

- 2 7 -



線分図 610305.620006.640204 .69 0204 . 
720003 .760006.770010 

総合式 570207.580011 .610201 
総合的な考え方 640405 
総合的なものの見方，考え方 620001
創造性 69 0106 
創造的思 考 710002 
組織化 610307 
素朴な考え方 640310 
ソ フ ト ウ ェ ア 810007 

た行

題意把握 79 0005 
対応関係 630201 
対応の考え方 670203
対策 550005 .59 0115 .670305.670306.670308. 

670308 
代数的解決方法 59 0212 
代数的構造 600102.610206 .620013 .620014.

640204 
代教的思 考カ 620005 
代数的総合的思 考方法 59 0113 
多角的 770004 
確か ら しさ 720003 
正 し く 640309 
直ちに 650205 
立場 650104 
たの しい学習 760003 
多面化 660302 
段階指導 64日404
単純生産的思 考 59 0103 
カ 780006.810006 .860005 .860010
中 間 目 標把握 580010 
中 間 目 標発見 660306 
抽象化 570202.69 0204 長期にわたる 810004 
つ く る算数 760003 
つまづき 560001 .59 0105 .650209 .660301 . 

670204.670310 .830004 .830006 
つ る かめ算 630205 
抵抗 560014 
提示 780005 
テ ープ図 69 0204 
で き な い子 79 0005
手順 610204 .610206 
テス ト 740001 r 750006 
手立'て 830003 

- 2 8 -

転 移 670108 
転換 650106 
伝統的解法 620012 
等号 59 0212 
統合的 720004 

導入段階 810001 
解き方 610302.650101 .660104 
解 く 59 0109 .69 0103.770008.770009 
解 く 活動 69 0103 
特殊な型 610304 
特色 59 0114
読解 610205
読解カ 580019 
等分除の考え方 740003 

な行

内容 640309 
名 古 屋市 移行教材診断テス ト 610104 
難問 620012
二 と お り の考え方 700201.  720006 
2 段階以上 640403 
2 段階問題 600204 

認識 680103.700203
ね らい 570101 
能カ 670201 .670301 .830002.830003 
徒カ発展 570202 
望ま しい考え方 79 0006 .800005. 800007. 

810002.810008 .820001 
伸 ば し方 620002 

lま行

場 600205
場合 610204.640204.650205 
把握 610305. 620011 
倍の考え方 620004 
1また ら き 580016 
働 く 620009 
発掘 840011 
発展 660208 
発展系統 560007 
発展段階 610301 
発展的 79 0002.810004.820007 
発動 640101 
判 断 69 0105
表 640101 .770009 .770010
表記 640202.640203 

r 

•• 



比例 600206，77ω02 
比例の関係 660210 
ヒ ン ト 760007 
分解式 610201 
文章題 550011 ，560001 ， 560003 ，560004， 

560007寸560012 ，570101.570109.580005.
580006. 580013 . 580017.590101 .590102 . 
590105.590106.590109，590110，590116，  
590118.590204 ，590210.590211 ，590212. 
600102，600202.600207 .610101 .610203. 
610204.610205 .610206.610302.610303 . 
610304.610306 ，620003 .620013 .620014 ， 
630102.630102 .630104 .630105.640102 . 
640204 .640301 .640302.640303.640304. 
640305.640306 .640309.640310 .640401 ， 
640402 .640403 .650101 .650105 ，650110. 
650201 . 650204，650205.650206，650207， 
650208，660101 ，660103 ，660108 .660111 ， 
660112.660301 .660304.660306，660308 . 
660310 ，670202 .670204 .670206 ，670207. 
670303 .670304 .680101.680102 .690103 . 
700101 . 700103.710001 .710002.710003 . 
710005 .720001.720002，720004.720005 .  
720006 .740003 .750002 .760001 .760003. 
760007.770002 .770003 .770004 .770005 . 
770006.770009 .770010 ，780003.780004 . 
780005.780006.790001 .790004.800001 . 
800002.800003 .810003 .820014.830004 . 
830005.830006 .830015 .840006.840014 . 
850020.850035.860029 

文章題解決 560013.580008.580009 .580015 . 
590104.590107 .590208.600106 .610204 . 
630205 .640207 .640208.640308.640404. 
640401 .640408 .650104.650106.650108. 
650109.650110 .660305 .610101 .670102 . 
670301 .670310.690201 

文章題解決学習 570208.510212 
文章題解決過程指導 560008 
文章題解決能力 650103.660110 
文章題解決カ 570106 ，590119 .590120 . 

590201 ，590202 
文章題解題 590115 
文章題解題カ 590117 
文奪還関係把握 590207 
文章題思考方法指導 590111 
文章題指導 550003.560006 .560014 .570103， 

570104 .570105 .570213 . 580019.600105. 

630101 .630202 .630203.630204. 
630206，640103 .640205 .640307. 
640312 .650102 ，650202.660112. 
660213.660307 .670106 .670201 . 
670208 ，670302.670309.680204， 
690101 .690104.690106.690202 ， 
690203，690205 ，720003 ，770001. 
780001 .780002.800004 ，820008. 
S50033 

文章題指導系統 570107.580007 
分数除法 620007 
文旅 570210 
文脈把握 580008 
分類 590108
変化 710003 
変形 600104
変量 660210
方向 670303
方策 83日017
方複式 610202.630106
方法 580016 .580019，600105，630107 . 

640312，660302 
本質 760005 
本質的 690105 

ま 行

ま がっ た緯 770011 
マ}� 600103 
マンガ 780005
自 ら課題を解決する子ども 820002 
未知数 590212 
未知量 590109 
見通 し 670109.770006
明確に 670105.670201 
面積図 720003 
問題 550001 .630202.640403 ，650205， 

690103 .700104 ，700201 .710001 ， 
720003 ，760006.770008，790002. 
850015 ， 860029 

問題解決 550001 .550006，550009 . 

600201 . 610102.610103.610301 ，620010. 
- 29 -

550010，550012 .550013，570102. 
570204 .570205 .570209 .580002， 
580004 .590206 ，600101 .600202 . 
610104，620008.620009，640406， 
660102 .660105.660106，660107， 
670103.680203.690206.700101 ， 
700102.740002 .750004 .760002. 



760004，770007，780006，780007，790006， 
800005，800007 ，800008，810002，810006， 
810008 ，82000 1 ，820005，820008，830001 ， 
830002 ，83000昔，830012 ， 830014，830018，
840001 ，840002 ，840013 ，840015 ，850001 ， 
850004，850007 ，850009，850010，850016， 
850019，850024 ，850026 ，850028 ，850032， 
850033 ，860003，860005 ，860010，860012， 
860013 ，860014，860016，860017，860018， 
860022，860023，860028 

問題解決学習 820004 ，830016 ，850023， 
850034 

問題解決過程 590103 
問題解決指導 660303 ， 850004 
問題解決能力 820003 ，820001，820012， 

830008 ，840005 ，840012，840016，850013， 
850014，850022 ，850025 ，860024，860025， 
860026 

問題解決カ 800006 ，830013，840011，850002， 
850008 ， 850012，850027 ， 860009，860027 

問題構造 610305，620011 ，640203 ，700203
問題づ く り 810004 
問題点 620003，630206，640105 ，640308， 

640406，570305 ，670306 ，670307，670308 
問題の し く み 670108
問題の場 550014 
問題場面 550004 
問題場面分析 570109 
問題文 610203 
問題を解決するカ 850003 ，860031 

や行

有効な 750002 ，760001 ，770003 ，780003， 
790001 ，800001，800002 

容易 700104 
要件 840001
用語 580016 
用語指導 580008 
養成 580001，860025， 860027 
要素 670105，670201 
読み 560014，590118 ，660101 

b行

理解 550011 ，550004 ， 570204，580016 
理解過程 550011 
理解構造 5902fl

- 30ー

理解段階 590212 
立式 570203 ，570205，570206 
立式指導 580011 ，590203，590204， 

590206，610201 
立式能カ 560010 
留意点 640207 ，660105 ，660106，660107 
利 用 560013，580018 
利 用 法 810007 
量 630103，650108，660201 ，660202
量殺材 560004 
利用効果比較 640204 
頚型 690201 
レデ ィ ネス 640311 
録音核軍IJ沼 田日002
論理的思考 580004，580005 ，620009 
2島理的な考え方 670205 

わ行

ワ ー ク ブ ッ ク作成 590201 ，590202 
和 ・ 釜の三用法 590121 
割合 600203 ，770002 

一研究の型一
{あいう えお瓶)

一考察 55Q012 .560001 ，570106，570202. 
570210，580005，590105 ，590118，  
590119，590120，610304 ，620010， 
630005，640307，640311 ，66010 1 ，  
660306 ，660307 ，670103 ，670208，  
670301 ，690205，740002 ，740003 ， 
750004 ，760007，770005 .770009， 
780001 ，790005 ，800004 ，830012， 
850026，860028 

一試案 650104 
ー提案 610102
一例 650203 
改善 840005
開発 810007，830008，850002 ，850027 ， 

860015 
確立 590207 
基礎的研究 550003 
客認化 650106 
究明 550011
工夫 830008 ，850012，850013，850014 ， 

850022 ，850025，860026 

' 

l' 
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組立て 690103 
研究 550011 .560001 .560003.580212 .650106. 

840012 
検討 670303 
考察 560002 .570105 .610306 
構想 590201 
試み 580014.590205 .650105.760005 .760008.  

780006.820002 .820013.850008 
再構成 620007 
作成 590116 
試案 650103.660109 
実験 640103 
実験研究 570103 
実験的研究 620006.640204 
実証的研究 620013 .620014 .750012.760001 . 

770003 .780003.790001 .800001 .800002 
実践 660213.850004 
実践研究 610301 
実践例 800006 
実態調査 560015 
事例研究 590102.790002 
体系化 650102 
探究 590104
調査 550003 
追究 860007 
提案 640310 
適用 650209 
反省、 560006.750006 
比較 680201 
分析 600205 .620007 .640007 .640208.640311 . 

830004 .830006 

一学年 一
{ 学年願}

i年 590106.660203.680102
2年 590203.640304 .650206.690204.720005
3年 630202.660103.660204 .720002 . 
4年 640101 .670302 .700101.710004.710005.

740002 
5年 580018 .620013.680101 .690103.690202.

710003 
6年 570207.620014
中l年 660211
低学年 570104 .570105.570210 .580019. 

620010.650201 .650105.670201 .700202 
中学年 630203.630204.640405.660106 

高学年 570211 . 570212.690203 

一動詞， その他一
{あいう えお煩}

明 らかにする 660309 
足場 と した 630103.630201 .650108 
表 して 590109.740003.760008 
現われる 590114 
生か した 660213.700101 .790003 
育成する 820003 .820011 .840012. 

850022 .860024 .860026 .860031 
応 じた 810007 .850004 
お こ す 700104 
お さ えた 640306 
解決する 670201 
かえる 700104 
科学する 830005 
加えて 600103 
考えさせる 640304 .650206 .660103 
帰着する 650204 
強調する 860013 
組む 640206
教にする 860007 
仕組む 830010 
志向する 850032.860014 
占める 690201 
重視する 64a310 .850024.860012 
出発する 820005.830001 .840013. 

850010 
処理 し 670201
進める 590210 .670205 
成立する 840001 
育てる 640405 .670203 .680203.710004. 

750004 .770006.800006.800007. 
810002 .810006.830014 .830017 . 
840003.840008 .840011 . 850002. 
850006 .850008 .850013.850014. 
850018 .850027 .860004 .860005. 
860006 .860009 .860010 .860016. 
860019.860020. 

高める 580019 .590117.590119.590120. 
600207 .640205.640310.650103. 
660110.660304 .670301 .680103. 
690101 .690106.830005.830013. 
840005 .840016.850003.850012. 
850025 .860023 
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立てる 580013 
着 目 する 670304.710003 
中心と して 570210 .590210.620002 .670208 . 

700202 .700205 .710004 .720004 
使う 780001 .840015 
っかむ 660209 
つちかう 700204 
手助けする 790005 
とお して 650208 .660304.670202.670205. 

680103.710005.740002 .830018 
と らえ 640309 .650205 .660203 .660205 . 

660206.660207 .660208 .660210.660212. 
670105.670108.760005 

と り いれて 690103 
名前をつけて 600103 
ね ら う 790003 
伸ばす 560010.570106 .590118.590101. 

590202.590210 .61030 1 .640104.650203. 
650208 .660108.660111 .660112.670201 . 
670305 .670306 .670307 .670308 .670309 . 
680204 .690102 .690104 .690205.700202. 
700205 .710005.720005.740002.780006. 
780007.790006 .800005.810008.820001. 
830002 

把握 させる 570108.660204 
背景と した 640403.650101 
iま古、る 650205.820012 
比較する 620006 
深める 550011 
付随す忍 590406 
変容させる 690105 
みつけ る 770008 
みつめる 610302 
身につける 830003.830018 
みぬいた 650202 
み られる 590103.660306 
みる 640101 
結びつけた 800008 
明確にする 670109 
目 指 して 570102.820002 .850003.850020 
芽を育てる 580005 
持ち 770006 
用 いた 640102.640103 .690201 .700102. 

700103.720001 .720003 .720004 .760006 
役立つ 630102
萎う 670202 
要する 590105 
利用する 860025 
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文章窓 ・ 問題解決についての
小項 目 分類

文章題

記号の説明
→ r文章題Jま たは

r問題解決」などの
当設分類のr霊妥
誇」の意
他のr重要誇」の意

→における演算 590211 
→における 関係の式化 630103 
→における 基本概念 640401 .  

640402 .640403 
→における逆1思考の指導

660310 
→におけ7.j思考 660301
→における 思考方法 580013 
→における 図示 580017 
→における線分図 770010 
→における 代数的解決方法

590212 
→におけるつまずき

670204.830004.830006 
→における 問題解決のカ

780006 
→における 問題場面分析

570109 
→における立式指導 590204 
→の在 り 方 560012 
→の解決 560001 
→の解決過程 640306 .660306. 

770004.770005 
→の解決カ 640310 
→の解法 640102 
→の学習指導 560004 
→の関係把握 650204 
→の系統 590101.590102. 

640305 
→の系統案 590116 
→の系統的指導 650105. 

670206 
→の効果的指導 630105 . 

660308.670207 .820014 . 
840014 

→の構造 670304
→の算術的解決 600102 . 

r 

， 
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610206.620013 .620014 . 
640204 

→の思考カ 600207 
→の指導 590106.640301.640302. 

640303. 650206 .650208 . 
660103.670202.680101 . 
680102 .700103.710001 . 
710003.720001.720002. 
720004 .720005.720006. 
760003 .770006. 780004. 
790004 .800003.810003. 
830015.840006.850020. 
850035 

→の指導系統 580006 .590109. 
590110 

→の指導内容系統 650207 
→の進め方 610303 
→の整理法 710002 
→の提示 780005 
→の解き方 610302.650101 
→の読解 610205 
→の内容 640309 
→のね ら い 510101 
→の発展系統 560007 
→のヒ ン ト 760001 
→の方向 670303 
→の問題点 620003 
→の問題文 610203 
→の読み 590118.660101 
……要する→ 590105 
特殊な型の→ 610304 

文章題解決
→上の問題点 640308 
→における 解法 660305 
→における三角構造図 560013 
→における思考 650106.610102 
→における思考過程 640207. 

640208 
→における思考方法 590101 
→における図解指導 580009 . 

590208 
→におげるつま ずき 670310 
→の効果的指導法 590104 .670101 
→の困難点 600106 
→の思考 630205 
→の指導 640407 
→の実態 640408 
→のための用語指導 580008 

→の段階指導 640404 
→の手順 610204 
→能カ 670301 

文章題解決学習
→における作間指導 570212 

文章題解決過程指導
→の系統 560008 

文章題解決能カ
文章題解決カ
文章題解題

→上のつまずき 590115 
文章題解題カ
文章題関係把握

→の指導 590207 
文章題思考方法指導

→の系統 590111 
文章題指導

→上の問題点 630206 
→における読み 560014 
→のカ リ キユラム 110001 
→の系統 570103.570213. 

600201 .610103 
→の実践 660213 
→における思考過程 660301 
→の基本ステップ 610106 
→の図解 650102 
→の方法 630101 
……伸ばす→ 610301 
……用 いての→ 640103 

文章題指導系統

問題解決
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→の考え方 570107 . 580007 

→で育てたいカ 860005 
→に於ける異質的経験 580002 
→に於ける考え方 5700ω 
→における 関係把握 640406 
→に於ける函 550013 
→における 図表示 160004 
→における発達課題 830012 
→に於ける立式 570005 
→における立式指導と図解指導

590206 
→における方略 840005.850016 
→に対する思考過程 5500日6
→に働 く 論理的思考 620009 
→にみ られる生産的思考

590103 



→の在 り 方 600101 
→の位置づけ 660102 
→の意欲とカ 860016 
→の学習 840001 
→の学習形態 550010 
→の系統化 570002 
→の指導 760003 ，770007， 

780007 ，85000 1 ， 850007 ， 
850009 ，860003，860018， 
860022 

→の指導系統 660105，660106， 
660107 ，680203 

→の障害点 550012 
→のためのス ト ラ テ ジ - 860013 
→のカ 780006 .810006，860010， 

860023 
→の能力 830002，830003 
→の問題 550001 
・…・生かしての→ 700101 

…・重視した→ 850024，860012 
……出発する→ 820005 ，830001 .  

840013，850010 
……育てる→ 750004 ，800007，

830014 
…‘伸ばす→ 740002，790006， 

800005 ，810008 .820001 
…・結びつけた→ 800008 

……用 いての→ 700102 
逆思考の→620009

問題解決学習
問題解決過程
問題解決指導
問題解決能カ
問題解決力
問題を解決する カ
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4 . 問題解決の研究のま とめの分析
一 基調発表の分析ー

( 1 ) 背景と 目 的
1 9 6 7 年以来、 日 数数・全国大会にそなえ て 日 数数 ・ 研究部の メ ンパ

ーによる基調発表が行なわれてきている。 問題解決については、 1 9 7 1 年より
始ま る。 基調発表を行なう理由は、 これまで 5 回 ( 1 9 7 0 ， 1 9 7 2 ， 1 9 7 3 ，
1 9 8 0 ， 1 9 8 6 )にわたっ て基調発表の冒頭に述べ られている 。 それ ら によ

れば、 大会参加者がこれま でに発表さ れた内容の経過を念頭においたうえで発表
を行なうことを期待 し、 そのため研究の経過や課題をま とめた ものであ る 。 一課
題領域あた り 約 i 頁の記述があ り 、 内容は二つの柱か ら な る { 表 1 1 基謂発表
に お け る こ種の柱とその記述行数}が、 経過と課患のどち らにカ点をおいて記述

1 する かほ年度により 異な っ ている 。 こ れはその年ごとの基調発表全体 占 しての方
針のようであ る 。

本論においてはこの基調発表を対象と し、 各年 ごとの研究の経過と課題な どを
分析する こ とによって、 こ の 1 6 年閣の研究の経過やその背景にある 問題解決の
と ら えかたを把握 し、 それ らを含めて基調発表の成果・役割を検討する こ とを 目
的とす る 。

( 2 ) 方法
基調発表の持つべき 役割か ら見れば、 次の傾向が見られる はずであ る 。

ア. 課題についての研究が実際にふえ る、 あ る いは行なわれる 。 イ . あ る 年に 述
べ ら れた課題ほ数年後の基調発表に研究経過と して述べ られる。 ウ . 研究経過を
分析する と前節 3 の「発表の分析」と類似の結果にな る 。

こ れ ら の こ とが基調発表の累積性を示すと考え ら れ る 。 しか しア. 及びウ . Iま
前節 3 との比較の も とに検討すべき であ り 本論の竣を越え るため以下ではふれず
イ . のみと り あげる こ ととする 。

そ してまた、 研究の経過や課題をま とめ る 時 には基調発表をかいた 人 自 身の問
題解決観が意識的に、 あ る いは無意識のうちにあ らわれてくる。 問題解決のと ら

の えかたを謁べる こ とは、 基認発表の持つべき も う一つの役叡、 すなわ ち事実を正
し く 伝えているか、 客観性があ るかどうか、 記述内容に一貫性があ る かどうか、
な どについて検討する こ とに な る 。

こ れ らの理由で次の二つについてそれぞれ三つの観点か ら謁べる こ ととする 。
① これま での研究の経過と諜題 ・ 問題点

(a) こ れまでの研究のま とめか ら
(b) 課題・問題点のサブタ イ トルか ら
(c) 課題の研究経過への影響か ら

② 問題解決のとらえかた
(a) 基 調発表 ・ 課題領域の構成か ら
(ω 文章による 定義か ら
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(c) 用 語の頻度から

( 3 ) 結果
① これま での研究の経過と諜題 ・ 問題点

(a) こ れ ま での研究のま とめか ら
基調発表の中でF こ こ 数年のJ研究傾向をまとめ る と1-の研究が多く

なった」な ど、 発 表題目 そのま ま ではなくま とめた文章があ る 場合 にそれを対象
と した。

研究をま とめた部分は 1 9 7 1 年か ら 1 9 8 6 年ま でで 5 3 種類 あ る 。 た だ し
1 9 8 3 年か ら 1 9 8 5 年ま では前年までの研究についての具体的なま とめは見
当た らない。 ま とめ方には一年、 二年、 三年、 数年、 の研究を対象と した四 種類
あってそのどれかは年によって異なってい る 。

研究傾 向 を ま とめる と 1 9 7 0 年ま では関数的な見方 ・ 考え方や数学的な考え
方を中心と した も のであ り 、 1 9 7 1 年、 1 9 7 2 年頃か ら解決の手法ーた とえ
ば函積図や構造園や式表示ーに重点を置くものが多くな り 、 1 9 7 4 年 . 1 9 7 
5 年頃か ら 文章還の中で伸lま したい数学的な考え方に視点を置くものが多くな る 。
1 9 7 7 年に文章題のカリキュ ラムの発表が行なわ れ る 。 この頃はや は り 構造図
の発表が続くがその他に子供の思考過程や誤答の研究 も あ る 。 発表はほとんど文
章題に関す る ものであ る が、 この傾向の指摘は 1 9 7 9 年か ら 1 9 8 2 年 ま での
基調発表にあ り 、 他の年にはな L 、。 1 9 8 5 年に は、 解決の段階での指導の実践
研究、 教材 ・ 教具の工夫、 問題把握の さ せ方、 個人差に応 じた指導が多い。

(ゆ 課題 ・ 問題点のサブ タ イ トルか ら
こ こでは基調発表の 中で(1 ) . ① ， ・ ， などと してサブタ イ ト )1"の形に項

目 をおこ しである 部分を対象と した。 た だ し一基認発表につき こ れ らがすべて使
われている 場合は大き いほうか ら二つめま での数字や記号の ものをと り あげた。

1 9 7 1 年か ら 1 9 8 6 年ま でのサブタ イ ト ルは 4 6 種類あ る 。 こ れ ら を類似
の も のをーま とめピする と次の 9 つに な る 。
・ 問題解決のと らえかた ( 1981-1985. 5 項目 }
・ よい問題の開発の必要性< 1982- 1986 . 5 項目 }
・ 評価を生かす0982. 1983 . 2 項 目 }
・ カリキユラムの見直 し0986 . 1 夜目 }
・ 問題解決の過程( 1982. 1983 .1985.1986 . 4 項 目 }
. 問題解決能カ( 1983 . 1984.1986 . 3 項目 )
・ 教師の手立て< 1986 . 2 項 目 }
・ 文章題( 1971- 1981 . 2 3 項百 )
・ 研究の累積についての コ メ ン ト< 1979 . 1 項目 )

1 9 7 3 年には諜題 ・ 問題点についての記述はない。 サブタ イ ト ルの 中でF文
章題」という用語は 1 9 7 4 年か ら 1 9 8 1 年ま で 1 5 項目 にでてくるが、 1 9 
7 1 年か ら 1 9 8 1 年ま での項目 はすべて実質的に文章題にかかわ る 。 ま た問題
解決のと ら えかたは 1 9 8 1 年か ら 1 9 8 5 年ま で諜題 ・ 問題点にあがっている
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が、 内容は 1 9 8 1 年と 1 9 8 2 年の問に大 き な違いが あ る 。 すなわち前者は問
題解決却文章題ではな い こ とを認めつつ も、 文章題とのかかわ り をお も ん じてい
る 。

(c) 課題の研究経過への影響か ら
課題として述べ られた こ とが実際の研究に反映 しているのかどうかをみ

る た めに次の二つを調べた。 ーつは、 サブ タ イ トルの形の項目 の内容が数年後の
基調発表の研究経過にでてくるかであ り 、 も う」つはサブタ イ トルのなかみの文
章 の 中 にのべ られてい る 、 今後の研究に期待する 内容がいつまで も続いているか、
あ る 年になくなってい る か、 である。

文章題については、 そ の指導の系統や学年配置、 !日来の文章題と新 しい文章題
の関係、 文章題の開発や精進などについての実践をふま えた基礎的研究がのぞま
れている。 しか し、 それ らの方面の研究は依然と して少ないようで、 同 じ課題が
繰 り 返 さ れ、 基調発表の研究経過の中にはそのような記述はあま り 見当た らない。
あ る 。 また、 問題解決の意味が文章題とあま り かかわ らなくなっ た 1 9 8 2 年以
降 は研究経過についての記述が少ないため判断できない。
② 問題解決のと らえかた

(a) 基調発表 ・ 課題領域の構成か ら
問題解決の意味や重要性をみるために、 課題領域の構成を問題解決に関

す る 基調発表が行なわれた 1 9 7 1 年より 調べたのが表 1 2 ( 日 本数学教育学会
全国大会の小学校部会 基調発表の課題領域名)であ る 。 基調発表の構成は 1 9 
8 0 年以来今日 まで同 じであ るが、 それ以前は各年若干異な っ てい る 。

1 9 7 2 年は問題解決の研究が前年少なか っ たため基調発表の課題領域には問
題解決ははい らなかっ た。 1 9 7 3 年には指導法とと も に、 1 9 7 6 年か ら 1 9 
7 8 年ま では数学的な考え方(以下、 数学的な考えを含む)ととも に一つの領域と
な っ ているが、 他の年は独立 している。 すなわち 、 1 9 7 8 年ま では問題解決の
重要性や意味がゆれうごいでいた。

(ゆ 文章による 定義か ら
基調発表の文章の中 には、 00ほ00と詞 じであ る 、 00を還 して00を

養 う、 00は00の一部であ る 、 など問題解決をある ものとの相等、 手段、 包含
な どの関係で記述 した部分があ る。 こ れ ら についてま とめたのが表 1 3 ( 基調発
表における 問題解決のとら えかたの変遷)であ る 。

問 題解決と文章題の関係は 1 9 7 3 年、 1 9 7 5 年か ら 1 9 8 5 年ま で頻繁に
述べ られている。 そのお もな内容は、 発表に文章題が多い こ と( 1 9 7 3 . 1 9
7 6 か ら 1 9 8 2 ) 、 文章題を通 して問題解決のカや問題解決への興味 ・ 関心を
高め る こ と( 1 9 7 6 か ら 1 9 7 9 )、 問題解決は文章題だけではない こ と( 1 9 
7 9 か ら 1 9 8 1 . 1 9 8 3 か ら 1 9 8 5 )であ る 。 問題解決と数学的な考え方
の関係は 1 9 7 3 年に「数学的な考え方が指導法分科会に吸収 さ れている 」という
記述以来 しば らくなく 1 9 8 2 年か ら 1 9 8 5 年 まで再 びあ らわれるが、 今度は
r問題解決は数学的な考え方と本質的に同 じ..!( 1 9 8 4 ) のように問題解決と数学
的な考え方の関係を肯定 している。 文章題と数学的な考え方の関係は 1 9 7 3 年
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1 9 7 9 年、 1 9 8 1 年に述べ られてい る 。 文章題は数学的な考え方を伸ばすの
に有効であ る こ とがほ と ん どで あ る 。 その他には、 問題解決を児童が主体的に問
題に 取 り 組むこ と ( 1 9 8 1 >、 問題解決は算数科の 目 標にほかな らない( l 9 8 
2 ) 、 があ る 。 このよ う に問題解決は多義的であるが、 それを認め文章 と して記
述 している のは過去 3 図 ( 1 9 7 1 . 1 9 8 3 . 1 9 8 5 ) であ る。

(c) 用 語の頻度から
文章によ らずと も、 基 調発表をかいた人の無意識の う ちの問題解決の と

ら えかたは、 用 語の頻度か ら もわ か る 。 r問題解決J文章題J数学的な考え方�!こ
ついて調べたのが表 1 4 ( 基調発表の 中 に 出て く る 用 語の頻度)である。

r問題解決�1ま 1 9 8 1 年か ら 頻繁に使われている。 ( 1 4 個か ら 2 3 個)1"文章
題」は 1 9 7 4 年か ら 1 9 8 1 年ま で頻繁に使われていた( 1 9 7 5 年を除けば15
個か ら 1 9 鱈}が、 1 9 8 2 年に急にその数が減少 し 1 9 8 6 年にはま っ た く 出
て こ な い。 「数学的な考え方�!ま各年数値ずつ使われている がその増減に競則性lま
見 当 た ら な い。

( 4 ) 考察
こ れま での研究経過については、 基誘発表 自 体のま とめ方が年度によ っ

て異な っ ている こ とか ら 、 ( 特に 1 9 8 3 . 1 9 8 4 . 1 9 8 5 年は具体的な記
述がなL 、}おおよ その研究傾向 は読み取れる が、 「解明 さ れた ものは何か、 ま だ未
解 明 の ものは何か、 を述べる こ と に した。 �( 日 数教研究部、 1 9 8 6 ) と い う 意
図 は 具体化 さ れていない。 こ の意図ほ抄録の場合にほ、 結果 ・ 結論を含んだ報知

. 的抄録を意味す る ( S 1 S T検討会、 1 9 8 0 ) こ とにな るが、 それほ可能なのだ
ろ う か。

ま た、 課題 ・ 問題点が全体を把握 してでて き た も のなのか、 基調発表をかい
た個人の意見なのかが不明であ る 。 た と え ば問題解決の と らえかたが 1 9 8 1 年
か ら 1 9 8 5 年ま で課題 ・ 問題 点 と してあげ られ 1 9 8 6 年にはな く な っ ている
こ と を、 問題解決についての宗返還解ができ た こ と と解釈 してよ いのだろ う か。

さ ら に 基調発表における 問題解決の意味は、 文章題や数学的な考え方な ど と の
かかわ り に よ っ て と ら え られ各年異なっているが、 少な く と も 色 々 な意味があ る
こ とを認めつつ、 分科会の立場な り 個人の立場を述べる こ とを明示する こ とが必
要であろ う 。

参考文献
日 数教研究部 r報告 第68 回 回 数教東京大会基調発表」 算数教育 3 5 ー し

1 9 8 6 
科学技術情報告主遥技術基準検討会 審議 r S  r S T  抄録作成� 1 9 8 0 

(瀬沼花子〉
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表 1 1 基調発表における こ種の柱とその記述行数

1 9  X X年度 86 85 84 83 82 81 80 79 78 77 76 75 74 73 72 71 

第 l 現状の
お
分析 11 

2 現状に け る 問題点 67 65 60 
の 3 これま での研究経過 18 21 23 26 20 23 23 20 12 16 
柱 4 これま での研究の経過 51 fι 

トー
第 l 今

今
後
後

の課題 60 22 し
2 の研究の課題 19 23 

の 3 問
問
題点

点
点

と今後の研究への提言 47 58 48 58 28 20 20 
柱 4 題 と今後の研究への提案 30 33 。

5 問題 と今後の研究の提案 63 
(Ì主) 表も行数と して数えた。

他の分科会について述べている 段落は数えていない。

島

h，‘‘.

e、‘‘.-je

表 1 2 日 本数学教育学会 ・ 全国大会の小学校部会
基調発表の課題領域名

1 9  X X 年 86 85 84 83 82 81 80 79 78 77 76 75 74 73 72 71 
第 X 回 68 67 66 65 64 63 62 61 60 59 58 57 56 55 54 53 
基鶏発表の数 10 10 10 10 10 10 10 10 1 0  1 0  1 0  10 13 10 10 9 

l 教育課程 1 1 1 1 1 1  1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1  3 2 1 2  1 
2 数と計算 2 1 2  2 1 2  2 1 2  2 1 2  2 1 2  2 1 2  4 3 1 3  2 
3 量と測定 3 1 3  3 1 3  3 1 3  3 1 3  3 3 3 3 1 5  4 1 4  5 
4 図

数
形
量関係

決
4 1 4  4 1 4  4 1 4  4 i 4 4 4 4 4 1 6  5 1 5  6 

5 5 1 5 5 1 5  5 1 5  5 
B 問題解 ⑥ ⑤ ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ ③ ③ ⑪ ③ 
7 数学

指
機

的な考
法

え方 7 1 7 7 1 7  7 1 7  7 
8 学習 導 8 1 8  8 1 8  8 1 8  8 1 9  
9 1 - 教育 器 9 1 9  9 1 9  9 1 9  9 
10 

式
評

開設
表
価

示
10 10 10 10 10 10 10 10 

11  5 1 5  5 1 5  5 1 7  6 1 6  
12 6 1 6  6 1 6  6 1 8  7 1 7  3 
13 統計 7 1 7  7 1 7 7 8 1 8  
14 集合 8 1 8  8 1 8  10 9 1 9  7 
15 

指
問題解

法
決 ・ 数学的な考え方 ⑨ 

16 導 ・ 教育機器 ・ 評価 10 10 10 10 
17 問

筒
題解決 ・ 数学的な考え ③ 

18 
幼

題解
教育

決 ・ {数学的な考え} ① 
19 

精神
児

罪事続弱 ・ 学習返進20 2 
21 

指
確率 ・ 計 9 1 8 

22 
幼

導
児

法
教
解

育
決
・ 特殊教育

12 10 4 
23 i 
24 問題 ・ 指導法 ⑩ 

{注} 基調発表lま 1 9 6 7 年度{第 4 9 回 }か ら行なわれているが、 問題解決が
課題領域となったのは、 1 9 7 1 年度か らであ る 。 Oでかこんだ数字の
部分はこれを表 している。
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表 1 3 基調発表における問題解決のと らえかたの変遷

l 年度 問題解決と 問題解決と 文章題と その他 問題解決の
文章題 数学的な考え方 数学的な考え方 多義性

1971 一様でない
1973 発表l土文章題 数iま他分科会へ 発

数
数

文

表
を

を
は数

l
伸

伸
ま数から文

1974 lます文
1975 文は問に有効

数を停
ば
にIま有

す
す
効
文

文
" 

1976 発
文
表

を
は
通は通

f宏

文

支
文

し
し

章
て

孝て
章
明

題

司箱岡

多
を

多を
多

N 

1977 発表 数を伸ばす文
" 文を

1978 発表 数を伸ばす文
" 

文

間
発

文
を深め る 文

1979 表lま文章思部長
多

を
文の数効研究少 一，

" l玄関
間

の一
" ほ の{

章
申

1980 発
文
表l土文 題

が
部多

" l土
れ
問のー

" 残 さ たの 文
1981 問

発
文

問

表
l
を
と

ま文ではない 文を遇 して数 間lま児が主体的
" は文章題多
" 通 して問を
" 間 関速 して文

1982 8 55年
文

ま で文多 8 52問 ・ 数独立 問lま算数科 目 標
1983 問

問
は

は文
の
と人曲有解有

問 ・ 数l土算全体 一様でな L 、
1984 同

間
と

数
数lま 同 じ

1985 こ れまで問は文 は との関連 共遥理解な し
，ゆ 今l土問iま文でな

1986 
すわ‘b

 

&由

。

を

た

し

し

な

わ

述

ら

記

あ

は

と

一

方

。

え

た

考

め

な

と

的

ま
と
学

に
決
数

字
解
と
は

文
題
遡
た

7
問
章
ま

大
は
文
、

最
た
は
数

き
ま
た
は

つ
、
ま
方

に
問
、
え

容
は
文
考

内
決
は
な

の
解
題
的

つ
題
意
学

一
間
文
教

注

表 1 4 基調発表の中に 出て く る 用語の頻度

1 9 X X年度 86 85 84 83 82 81 80 79 78 77 76 75 74 73 71 
l 問

文
題解決 14 16 20 21 23 16 8 5 B 自 8 1 4  5 3 1 7 

2 章題 。 l 1 l 3 19 15 18 16 15 9 1 18  18 2 1 2 1 3 数学的な考え方 l 2 2 E i 2 4 2 6 1 4  l 1 1 5  
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